
                  横浜市大 探査会・探検部 OB会 日帰り旅行会 

＜第 9回＞江戸から現代までの治水の歴史勉強と体験の旅 
                             ～千葉・埼玉の治水関連施設を見学しつつ、 

桜満開の関宿城を訪ねてみよう～ ＜車利用＞ 

 

              ■実施日：4月 3日（金） 関宿城の桜満開が予想される日と競争倍率が 

超厳しいキッコーマン工場見学可能日の“最大公約数の日”を選びました。 

                ■募集人数：8人。移動手段は車 2台 

■集合：東武野田線・野田市駅・西口ロータリー ９：３０＜時間厳守＞
＞              万一遅れた場合は、徒歩 5分のキッコーマン工場に９：５０迄に直接行って下さい 

 

(1)キッコーマン工場見学１０：００開始（野田市駅から徒歩 5分）  

●利根川と江戸川の水運で大豆、塩、小麦を運び、野田で醸造し 

た醤油を江戸に流通させて野田の町が発展したことを学ぶ。 

●工場見学ではサントリーと並ぶ超人気施設。お土産付き。 

●時間が許せば、野田市郷土資料館も見学します。●無料 

⇒予約殺到！野田市でできる人気の工場見学を徹底調査 | 免許と一緒に、タイムズクラブ 

⇒キッコーマンもの知りしょうゆ館（野田工場） 工場見学 | キッコーマングループ 企業情報サイト 

（2）首都圏外郭放水路（通称・防災地下神殿） と 龍 Q館 
●春日部市は大雨による中小河川の氾濫、浸水で悩まされていたが、地下 

 の巨大な施設に水を取り入れることで今は解消しました。まるで地下神殿 

 のごとき施設は世界最大級だけに、実際に潜っての見学は圧倒されます。  

 ●HP を閲覧して事前学習すると見学は一層、興味深いものとなります。 

⇒首都圏外郭放水路   ●１時間コース・1,000円 

（3）道の駅さかい（茨城県）で昼食 
 ●利根川を渡れば、茨城県。人気の道の駅で昼食。 

  ≪クイズ≫幕末に日本で最初の輸出品となったお茶は、何茶でしょうか？ 
⇒【公式】道の駅さかい｜ 茨城県境町 

(４)千葉県立関宿城博物館（野田市関宿）  

 ●千葉県の地図は上が半島のように北西に尖って 

いますが、そこが利根川（右）と江戸川（左）の 

分岐点。それだけに河川氾濫をどうコントロール 

するかが江戸時代からの難題でしたが、その苦闘の 

歴史を博物館で学びます。 ●65歳以上は無料  
 ⇒千葉県立関宿城博物館 - 千葉県立関宿城博物館の公式サイトです。「河川とそれにかかわる産業」をテーマとし、特に利根川・

江戸川を中心に河川改修や水運のようす、地域の人々と川とのかかわりについて産業や民俗、歴史の面から展示しています。 

(５)鈴木貫太郎記念館（※野田市・関宿城のそば。台風 

被害で閉鎖中ですが、玄関ホールでの説明を頼んでみます） 

●2.26事件で銃弾 4発を浴びても生き永らえて、天皇に終戦を 

聖断させた歴史に残る第 42代総理大臣。関宿で生まれて、 

昭和史に残る功績を残しつつ、関宿で生涯を終えた。 

 

■申込み方法：３月２２日（日）夜 迄に、幹事・川尻哲夫宛にメールか電話をして下さい。 

Mail：ｇenki200tk@earth-blue.jp    携帯：090-2737-8098   
※現役部員は部長が代表で参加者名、学部を明記してメールで送って下さい。 

 

 

 

 

 
 

尖った千葉県の地図。そ

こが野田市。利根川と江

戸川の分岐点から江戸

～昭和の治水の歴史を

学ぼう！ 

 

  

https://www.timesclub.jp/sp/tanomachi_ex/chiba/noda/002.html
https://www.kikkoman.com/jp/shokuiku/factory/noda/tour.html
https://www.ktr.mlit.go.jp/edogawa/gaikaku/
https://www.sakaimachi.co.jp/
https://www.chiba-muse.or.jp/SEKIYADO/
https://www.chiba-muse.or.jp/SEKIYADO/
mailto:ｇenki200tk@earth-blue.jp


 

……＜第 11回・日帰り旅行＞と＜第 9回・国内宿泊旅行＞は開催日が確定しているプランです…… 
■他は開催時期と内容は検討中。 ■訪問地の変更があります。 ■移動手段は電車または車に分乗します。 

 

 

＜第９回：国内宿泊旅行＞ 「小栗上野介ゆかりの地と榛名湖を訪ねる旅」 
       ～小栗まつり参加、小栗の足跡を追う、温泉、榛名湖散策等の企画がぎっしり～ 

 

■実施日：5月 23日（土） ～24日（日） 1泊 2日 
■募集人数：8人。移動手段は車 2台。 

(1)24日…小栗まつり参加、東善寺、小栗上野介の史跡巡り 

●２７年のＮＨＫ大河ドラマ「逆賊の幕臣」の主人公・小栗上野介が斬首された 

群馬県高崎市倉渕町において毎年開催される小栗まつりに参加しつつ、上野介 

ゆかりの周辺地域を訪ねる旅。  

 ●２２年 OB総会講演会・講師の村上泰賢住職との再会、及び作家・歴史家等 

の文化人の講演を無料で聴けます。 
⇒ 【2027年大河ドラマ】小栗上野介の寺 東善寺（公式） 

    ●地元の野菜、地元料理、歴史古本等の即売もあります。 

(2)23日…榛名湖、榛名神社散策 

(3)23日…温泉「はまゆう山荘」 
1泊 2食付 

⇒はまゆう山荘 – 倉渕川浦温泉はまゆう山荘 

      小栗公が斬首された烏川の河原と 

その顕彰碑→ 

 

 

＜第１０回・日帰り旅行＞日本経済に関わる３施設と渋沢資料館の旅  

         ～日本経済の動きと歴史を知る３施設と 

  【８月上旬】     日本資本主義の父・渋沢栄一資料館を訪れる～ 

 

（１） 東京 Arrows（証券取引所） （東京駅から徒歩 10分） 

●案内付き見学を予定しています。（１時間）  

⇒東京証券取引所 - Wikipedia 

（２） 日本銀行本館 （（１）から徒歩７分）  

⇒本店見学 : 日本銀行 Bank of Japan 

●我が国唯一の中央銀行。いわば銀行の 

銀行で、案内付き見学です。（１時間） 

     ●東京駅と同じ辰野金吾の設計だけに建物の見学価値は十分あり。（国重要文化財） 

     ●大谷選手の契約金 1,000億円と同じ容積で積んだお札を見ることが出来ます！ 

（３）国立印刷局東京工場 （東京駅から地下鉄で 25分）  ⇒東京工場 独立行政法人 国立印刷局 

      ●日本銀行券（お札）、収入印紙、その他諸証券類の製造、印刷を行う国立施設。案内付き見学。 

（４） 渋沢史料館 （（３）から徒歩 10分）   

⇒渋沢史料館｜公益財団法人 渋沢栄一記念財団 

●１万円札の肖像画でお馴染みの渋沢栄一 

 の資料館としては最大、最高の施設です。 

●案内付き見学（抽選に外れた場合は自由見学） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

http://tozenzi.com/
https://www.hamayu.org/
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E8%A8%BC%E5%88%B8%E5%8F%96%E5%BC%95%E6%89%80
https://www.boj.or.jp/about/services/kengaku.htm
https://www.npb.go.jp/guide/organization/tokyo.html
https://www.shibusawa.or.jp/museum/index.html


 

＜第 11回日帰り旅行＞ ユーミン・刑務所・三億円  
 【１１月３日（祝）・確定】   ～府中の隠れスポット５カ所を巡る～ 

 
（１）三億円強奪事件のルートを車で走る（国分寺駅前の旧日本託銀行⇒強奪現場） 

⇒戦後最大のミステリー【三億円事件】 

 

 

 

（２）サントリービール工場 

（３）東京競馬場＆ 

競馬博物館見学 

 

⇒松任谷由実 - 中央フリーウェイ (Yumi Arai The Concert with old Friends) 

（４）府中刑務所 

 

 

 

 

（５）大國魂神社参拝  ⇒厄除け・厄払いは東京府中の大國魂神社 

●出雲の大国主神と御同神で武蔵の国の守り神として、多摩地域では最も古く、 

最も多くの参拝客を集めている神社。 

     ●樹齢千年の御神木の大イチョウは、都内最強のパワースポットとのこと。旅の 

最後の場所に相応しい神社で神様への感謝と来年の無病息災を願いましょう。 

 
 

……他にもこんな日帰り旅行のプランを考えてみました…… 
●必ずしも順番通りに実施とは限りません ●訪問地の変更もあります ●移動手段は電車又は車に分乗 

 

＜12＞司法の世界に触れる  
① 東京地裁の民事法廷ガイドツアー  

② 実際の裁判を傍聴（民事・刑事を自己選択）  

③ 法務省旧本館（重要文化財）の見学  

④農水省の職員食堂で昼食 ⑤最高裁判所の見学（傍聴なし） 

 

＜13>英霊と無名戦没者への鎮魂  ①靖国神社参拝   

②千鳥ヶ淵戦没者墓苑 ③旧近衛師団司令部庁舎  

④北の丸公園  ⑤昭和館 ⑥皇居東御苑＆皇居外苑  
                                桜の季節がベスト⇒ 

 

＜14＞羽田は通り過ぎるだけでは勿体ない 
① 羽田空港内の穴場巡り ②ＪＡＬ機体工場見学   

② 羽田税関見学 ④大森貝塚モース遺跡庭園  

⑤鈴ヶ森刑場跡（心霊スポットで有名） ⑥品川歴史館 

 

＜15＞奥多摩・ダムと清流の旅   

① 小河内ダム ②水と緑のふれあい館 ③白丸ダム魚道棟  

③  御岳渓谷遊歩道 ⑤酒造澤乃井見学 ⑥日帰り温泉 

 

 

 

 

 

クリックすると懐かしいユーミンの「中央フリーウェイ」が 

聞けます。発売から今年で丁度５０年。今も不朽の名曲 

ですね。♪ 「…右に見える競馬場、左はビール工場…」  

その二つを訪ねます！ 

クリックすると三億円事件のドキュメント Youtubeが閲覧できます。後期高齢者 OBの 

方々は１９６８年の事件当時の青春時代に思いを馳せてみてはいかがでしょうか？ 

三億円事件第一現場の高い塀に囲まれた厳重な刑務所内には、年に１回だけ 

一般人が入ることが出来ます。勿論、受刑者とは顔を合わせることはありませんが、

彼らが社会復帰に向けて、受刑中に作った作業製品を買うことができます。 

罪を償い、一般人として社会に出る人達には応援したい気持ちになるはずです。 

 

 

 

 

 

大森貝塚遺跡とモース像↓ 

 

 

 

 

https://www.youtube.com/watch?v=SO5uCCth5H0
https://www.youtube.com/watch?v=43J3Hdljex4
https://www.ookunitamajinja.or.jp/


＜16＞上下水道学びの旅 ①玉川上水取水堰（羽村） ②羽村市郷土博物館 （米軍横田基地沿道⇒玉川上

水の清流を眺める） ③ブリジストン博物館（小平） ⑤ふれあい下水道館（小平） 

 

＜17＞東大本郷キャンパスと周辺散策 
①赤門 ②安田講堂 ③銀杏並木・法文２号館 ⑤三四郎池  

⑥生協食堂で昼食 ⑦健康と医学の博物館 ⑧東大総合研究博物館  

⑨東京水道歴史館 

 

＜18＞東京埋立処分場を陸と海から見学 
●東京都環境公社が主催する５つのエコタウン見学会の一つで、船とバスに乗って埋立処分場を見学。 

戻ってから座学もあり、丸一日、みっちりと環境学習をします （なんと全て無料！） 

 

<19>東京北多摩＆川越を巡る旅 

① 国立ハンセン病資料館  

②航空自衛隊入間基地見学 ⇒ 

② 小江戸・川越散策 ④本丸御殿 ⑤喜多院 

 

 

～以下はコース設定をせず、テーマ毎に興味深い場所、施設を順不同でピックアップしました。 

これらを回遊性のあるコースに採り入れて、順次、企画・発表します～ 

 

【日本を守る組織】 ①防衛省市ヶ谷本部 ②陸上自衛隊・りっくんランド（和光市）⇒  

 

【宇宙の魅力を知る】 ①JAXA航空宇宙センター〈調布〉⇒  

③ 航空科学博物館（成田） ③宙と緑の博物館〈川崎〉  

 

【医学の歩みを学ぶ】 ①東大近代医学記念館  

②北里柴三郎・大村智記念博物館  ③港区郷土歴史館  

 

【極地に行く前に見ておこう】 ①南極・北極科学館（立川）  

②南極観測船宗谷（台場） ③植村直己冒険館（板橋）                   

 

【エネルギーを考える】 ①川崎火力発電所  

②ガスの科学館（台場） ③科学未来館（台場）   

④電気の史料館（鶴見） 
 

【上下水道の仕組みを知る】 ①水の科学館（台場）  

② 虹の下水道館（台場） ③各地の下水処理場 

 

【工場見学いろいろ】  

① キリンビール生麦工場＆生麦事件の現場  

② ロッテ浦和工場  

③ キューピー調布工場  

④ ヤマト運輸・羽田クロノゲート  

⑤ 東洋製罐ミュージアム   

⑥リニア見学センター＆サントリーワイナリー（山梨）   

⑥ 崎陽軒横浜工場 ⑧読売新聞東京北工場 他多数 

 

  

 

 

 

 

 

港区郷土歴史館 ↑ 

 



 

【不可視なインフラ施設】    

① 各地の清掃工場           ②各地の下水処理場 ⇒ 
～不可欠な公共インフラ。汚いとの偏見を拭って見つめよう～ 

 

【戦争と震災を考える】 ①第五福竜丸展示館 ②東京都慰霊堂＆復興祈念館（関東大震災と東京大空

襲の資料展示） ③住友三角ビル平和展示資料館（シベリア抑留展示）  

【東京のアオシスを巡る】 ①都立庭園９か所のいずれか（浜離宮等）  

②赤坂離宮（東宮御所） ⇒ 

 

【ちょっと入りにくい施設】  

① 外務省外交史料館 ②寄生虫館  

② 国立公文書館 ④東洋文庫 

   魏志倭人伝の実物が見られます⇒ 

【どこにも分類できないが、気になる場所】①深川江戸資料館 

③ 京急ミュージアム＆コニカミノルタプラネタリウム（新高島）  

 

【大学キャンパス訪問】         ①慶應義塾大学・三田 ⇒ 

②一橋大学・国立  

④ 明治大学・駿河台（考古学博物館、阿久悠記念館）  

 

…国内宿泊＆海外旅行で準備を進めている２つのプラン… 
 

【第１０回・国内宿泊旅行エゾシカ、ヒグマ対策研修ツアー】＜26年 9月５連休中の 2泊 3日＞ 

 ●伊吾田ＯＢ（北海道酪農学園大学准教授）がコーディネートする札幌近郊の宿泊研修旅行。  

●支笏湖エリアのエゾシカ、ヒグマ生息地で調査・研究されている伊吾田ＯＢが 

フィールドワークのイロハを現役部員のために伝授していただきます。  

●ご自分の研究室、北海道博物館、ヒグマ事故現場も訪れます。 ⇒伊吾田宏正 | 研究室・教員 | 酪農学園大

学 | 農食環境学群・獣医学群 

●５連休なので、せっかく北海道まで行くのであれば、少し足を伸ばして、①旭川・大学沼 ②釧路・根室 

  ③知床・網走 ④稚内・宗谷 ④利尻・礼文 ⑤白老・函館 等を訪れることをお勧めします。 

 

【第 3回・海外旅行：ジョン万次郎と小栗公の足跡を辿るアメリカ旅】 ＜２０２7年＞ 
●2027年は、ジョン万次郎生誕 200年の年で、日本とアメリカで記念行事が開催される予定です。 

また、同年は小栗上野介を主人公にした NHK大河ドラマ「逆賊の幕臣」が放映の年でもあります。 

 ●そこで、彼ら 2人が訪問・生活したアメリカ東部の町（フィラデルフィア、ニューヨーク、ワシントン、ボストン 

等）の史跡を訪ねる 7日間旅行を計画しています。 （※入国日、帰国日は自由参加） 

 ●旅行社を通さず、なんのツテもありませんが、 

高齢者でもできる人生最後の貧乏旅行を 

やってみたい方は、お集まり下さい。 

    

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

↑遣米使節一行を迎えたワシントン海軍造船所 

アメリカの画家に描かれた小栗公 → 

ジョン万次郎が生活した家が今も保存されている↑ 

 

 

 

  

■１９６０年に発行された「日米修好通商条約 100周年記念切手」 左・咸臨丸（ジョン万は大活 

躍するも、海舟は何もせず）  右・ホワイトハウスで大統領に謁見（小栗は No.3 として参列） 

■この二人は１８２７生まれの同い年。二人はサンフランシスコで会っているはずだが、交流の記録 

存在していない。帰国後もお互いの人物評価の記録も存在しない。ここが謎でもある。 

 

https://www.rakuno.ac.jp/archives/teacher/9391.html
https://www.rakuno.ac.jp/archives/teacher/9391.html


       ≪現役部員への提案≫    OB会幹事長（暫定）・川尻哲夫 

●多くの現役部員は探検部に入部して、これまで丹沢登山程度は経験しているでしょうが、上

級の登山経験はないものと推定します。おそらく、指導ができる先輩部員もおらず、OB・OG

達の多くは、高齢によるご自分と家族の介護、登山技術・体力の減退、退職後の再就職活

動や生活維持などの問題を抱えており、現役への指導は困難であることが実態です。 

●そこで、OB・OGに頼らずとも、登山では必須であり、どんな野外活動にも役立つと考えられ 

る講習会と万一の事故での救急処置法の講習会への参加を提案します。そして、……。 

 

【１：登山技術講習会を受ける】  
■登山用品店の mont-bell（モンベル）はじめ、石井スポーツ等が随時、実施していて、上級を目指すならば、

日本山岳会、地図読みならば日本オリエンテーリング協会でも講習会を実施していますので、現役部員の

自主的参加を勧めます。特に、・ロープワーク ・地図読み ・観天望気 ・岩場 ・ヤブこぎ等は野外活動全

般に必要となります。 

   ●モンベル⇒https://event.montbell.jp/plan/list.php?cid=4&gid=38 

   ●石井スポーツ⇒石井スポ－ツ 公式サイト｜登山・スキー・アウトドア用品専門店 

    ●日本山岳会⇒2025-2026 初級者向け登山講習会スケジュール | 公益社団法人日本山岳会 
   ●日本オリエンテーリング協会⇒日本オリエンテーリング協会 

■探検部７０年の歴史において、登山中に遭難して帰らぬ人となったり、 

深刻な重傷を負ったりした事故は数件発生しています。多くは経験の 

未熟さ、訓練不足に起因するものと思われます。 

一方、たとえ小規模活動であっても、無事故で初踏査や初調査の活動 

が実現すれば、「探検部は復活した！」と評価される日が来るでしょう。 

とにかく、登山や野外活動では、事故もなく目的を遂行するためには、 

基本的な登山技術・経験は不可欠であることを肝に銘じて、習得に取 

り組んで下さい。 

 

【２：救急処置法を身につける】   

■たとえ登山技術を習得し、経験を積んだとしても、不慮の事故は起 

こり得るものです。そのような時に、救急法を習得しておけば、怪我 

や病気の発生に対して、落ち着いて対処しながら、症状を最小限に 

抑えて、場合によっては命を救うこともできるでしょう。 

 ■この救急法は、現役に限らず、OB・OG達にとっても、日常生活で役に 

立つものです。例えば、止血・骨折・呼吸困難・除細動器の使用等は 

普段でも自分や家族に起きることであり、自動車・自転車・スポーツ中 

でも対処せねばならない場合があります。 

 ■以下の２団体が行う救急法は、初級⇒上級へと体系化されていて、 

   初級は「OB会の日帰り旅行」にも採り入れる予定です。 

＜１＞ 消防庁関連の講習  

⇒kyumeikusyu2025.indd （令和７年度の案内書）  

＜２＞ 日本赤十字社関連の講習   

⇒救急法｜講習の種類｜講習について｜日本赤十字社 

 

【３：OB会からの経済的支援策】   
 ■具体的な案はまだ構想中ですが、現役の探検部活動への経済的支援策を温めています。但し、訓練 

活動は対象外として、国内・海外での探検・調査活動に相応しい隊を支援対象とします。 

 ■７月５日（日）のＯＢ総会（かながわ県民ホール）で発表をしますので、現役数名は必ず参加して下さい。 

 

 

 

 

https://www.ishii-sports.com/climbingschool/
https://jac1.or.jp/about/shibu/tkysection/2025033135260.html
https://www.orienteering.or.jp/
https://www.orienteering.or.jp/
https://www.tokyo-bousai.or.jp/kyukyu/uploads/kosyu-R7.pdf
https://www.jrc.or.jp/study/kind/emergency/

